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～共創力 × 専門性～

○グローバル社会の進展に伴い、企業や大学で注目されている概念に「共創」があります。
「共創」とは、専門的視点を持った人材が互いに知識を交換しながら、より高い次元でア
イ デ ア を 創 り 上 げ る こ と で す。「 共 創 」 に は、 相 手 の意 見 や ア イデ ア を 理 解 する と と も に
自分の意見やアイデアを分かりやすく伝える能力も求められます。自分だけが目立つので
はなく、相手と協力し、共に目標を達成する能力も必要となります。
「共創力」の４要素（「ＳＣＨＯＯ」より）
１：メンバーと信頼関係を構築する力
２：チーム内でビジョンを共有する力
３：他者の意見や価値観を受け入れるオープンマインド
４：新しいアイデアや解決策を生み出す創造力

学校祭の活動で「共創」につながるものを感じ、紹介しました。

○大学を取り巻く状況について（「福井新聞」・「学研・進学情報」より）

・国際卓越研究大学・・・国が１０兆円規模の
基金を活用し、世界最高の研究水準を目指す
大学を支援する。申請があった大学から東北
大が初めて候補となった。１人の研究者がテ
ーマごとに院生などとユニットを形成し若手
や中堅の研究者も野心的に挑戦できる体制に
変更する点などが評価され、注目されている。

・定員割れの私大・・・定員割れした大学数が
私大全体の５割を超えるのは１９８９年の調

査 開 始 以 来 初 。 定 員 充 足 率 ９ ９ ． ５ ９ %も 過 去 最 低 。 定 員 規 模 が 少 な い 大 学 ・ 地 方大 学
の減少幅が大きい。１８歳人口の減少が大学を直撃し、大学再編の加速が予想される。

・２４年度入試の展望・・・コロナ禍の影響が薄れた２３年度入試では国公立大は共通テ
ストの平均点アップで大都市圏の難関大を含めてチャレンジ志向が強まった。私立大で
は総合型・学校推薦型選抜を目指す層が増えた他、経済状況を反映して併願校数を減ら
す動きが目立った。２４年度は新課程移行の前年で、制度の変わり目への不安から安全
志向は高まりそうだと言われているが、さまざまな要因が絡むので、個々の大学では注
意が必要。前年度の反動により志願者の増減が大きかった大学は右上表の通り。



○受験データの意味と活用について（「蛍雪時代９月号」より）
受験を控えた３年生はもちろんだが、１、２年生も受験データの意味や活用の仕方につ
いて意識しておくと活動に深みが出て学習が楽しくなるはず。

①合格最低点・平均点・・・公表形態は大学によりさまざま。多くの大学の合格の目安は
６～７割。直近２、３年の平均値を目標に設定する。国公立の２次対策の過去問演習等
で活用しよう。

②合格難易度・・・合格者数と不合格者数がほぼ同数の得点帯がボーダー。科目数の違い
などで差が出るので単純比較はできない。入試科目や配点も加味して参考にしよう。

・

③
倍率・・・志願倍率は出願段階の、実質倍率は合格発表後の情報である。国公立前期 の
合格者数は毎年ほぼ一定なので実倍は志願者数の増減に左右される。国公立の中後期 や
私大は実倍を参考にするのがよい。
＊隔年現象・・・実倍が１年おきにアップダウンを繰り返すことを言う。私大の場合は
合格者数の増減も変動要因に加わり予想は難しい。

④入試科目・配点・・・受験科目・科目間の配点、共通テストと２次の配点ウェートを要
チェック。ウェートが高いものほど合否に与える影響は大。

○これからの模試受験・・・３年生は模試受験の際、志望校の入試情報を整理しよう。第
１志望校や併願校の入試科目や出願期間、入試日、合格発表日も確認し、受験計画にも
つなげよう。

○「学習室利用状況」について ☆利用者数（１学期分）
１ 学 期 分 を 集 計 し ま し た 。 た く さ ん

学年 １年 ２年 ３年 合計 の 活 用 が あ り ま し た が 記 名 せ ず に 活 用
し て い る 人 が い る よ う で す 。 次 年 度 に

１学期 １３１ １５４ ２２６ ５１１ 向 け て 正 確 な デ ー タ が 欲 し い の で 、 利
用 の 際 に は 利 用 者 名 簿 へ の 記 名 を お 願
いします。


